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搬入路  臨海遺跡と船着場  姫島産黒曜石の交易 
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臨海遺跡  山間部および段丘上の遺跡  竪穴建物の様相  配石遺構  貯蔵穴  墓  
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第３章 弥生時代 

 第１節 弥生時代の様相 

弥生社会のはじまり  金属器の生産･使用  地域性の強い弥生土器  弥生小海退  愛南町

の弥生遺跡 

第２節 弥生時代の始まり  
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 第３節 集落と生業 
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第４章 古代 

 第１節 愛南町の古墳時代 

古墳時代とその社会  古墳時代遺物の発見記録  周辺地域の古墳時代  愛南町における古墳

時代研究の課題 

 第２節 古代の概要 

ヤマト政権の成立  国造と愛南  飛鳥の朝廷  大化の改新  律令国家への歩み  律令制

の成立  平安遷都と摂関政治の成立 

 第３節 地方社会の変化と藤原純友の乱 

地方社会の変化  藤原純友の乱 

第４節 古代官道と愛南 

南海道における四国西南域  愛南と幡多路における一考察 

第５章 中世 

第１節 中世の概要 

荘園制の盛衰  武士の社会  中世社会の終わり  中世の愛南町 

 第２節 愛南町の荘園時代 

観自在寺荘の成立  観自在寺荘の年貢  観自在寺と篠山観世音寺  御厨｢伊予国内海｣   

｢御荘｣の由来  谷氏流御荘氏(前御荘氏) 

第３節 戦国時代の南予 

伊予西園寺氏  南予の諸将(津島氏、板島殿西園寺氏、法華津氏、河原淵氏、北之川氏、伊予宇都

宮氏、その他)  土佐一条氏  永禄年間における南予諸将の動向  長宗我部氏の台頭 

 第４節 戦国時代の愛南町  

町氏(勧修寺氏)流御荘氏(後御荘氏)  長宗我部氏の侵攻  御荘氏の支配の終わり  町氏(勧

修寺氏)流御荘氏(後御荘氏)の家臣団  愛南町の城砦(本城、大森城、緑城、猿越城、新城、一夜

城、峠ノ城、ムソノ城、その他の城)  戦国期の戦い  戦国乱世の終わり  猿越城の戦いの伝

承と板尾津之助 

第６章 近世 

第１節 近世の概要  

幕藩体制の成立  社会の安定化と経済の発展  幕政の改革  外国からの脅威  開国へ  

尊王攘夷から討幕へ  徳川幕府の終わり 

第２節 宇和島藩政の概要と御荘組 

宇和島藩前史(小早川隆景、戸田勝隆、藤堂高虎、富田信高)  伊達氏宇和島藩の概要と御荘組の主

な出来事(初代伊達秀宗、2 代伊達宗利、3 代伊達宗贇、4 代伊達村年、5 代伊達村候、6 代伊達村壽、

7 代伊達宗紀、8 代伊達宗城、9 代伊達宗徳) 

第３節 御荘組の村浦  

御荘組と御荘組代官  御荘組の村浦と庄屋(内海浦･須之川浦･平山浦･深泥浦･成川坊城浦、柏村、

菊川(摺木)村、長洲村、和口村、平城村、長月村、僧都(左右水)村、緑村、城辺村、満倉村･上大道

村、中之川(中川)村、広見村、板尾(増田)村、正木村、小山村、外海浦、沖ノ島、鵜来島) 

第４節 近世御荘組の生活･産業 

検地  年貢･諸役  漁業  林業  製紙業  当時の紙製造  製蝋業  畜牛と牛の突き

合い  御荘焼  『宇藩出産考』と御荘組 

第５節 御荘組の交通  

御荘組の主要道  御巡見街道(中道)  篠山越え(篠往還)  灘道  番所と取締り  小山番

所  巡見使  海上交通 

第６節 沖ノ島争論 

沖ノ島争論の背景  争論の発端  姫島の境  ｢あしの田｣の争い  庄屋六之進と『御境目由

来記』  幕府へ目安(訴状)提出  土佐側の動き  島形製作と評定  沖ノ島争論の決着  沖

ノ島争論の影響 
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第７節 篠山争論  

篠山争論の背景  争論の発端  小川平の争い  篠寺事件  朝倉事件  篠寺乱入事件  

鰐口事件  梨の木峠事件  直公事から百姓公事に  伊予側の目安(訴状)提出  土佐側の返

答書  幕府の裁定  ｢小川平｣の代山  その後の篠山 

第８節 伊能忠敬の測量 

伊能忠敬の測量  伊能忠敬の生い立ち  全国測量の開始  御荘組沿岸の測量(沖ノ島の測量、

外海沿岸の測量、内海沿岸の測量、宇和島藩での測量と『伊能忠敬測量日記』)  その後の測量  

『大日本沿海輿地全図』とシーボルト事件 

第９節 御荘砲台(久良砲台)  

宇和島藩の異国船対策  伊達宗紀(7 代藩主)の軍事改革  伊達宗城(8 代藩主)の軍事改革  高

野長英の来藩  御荘砲台(久良砲台)の築造 

第 10 節 安政南海地震  

宇和島藩の被害  御荘組の被害(外海浦の被害、満倉村の被害、平城村の被害、御荘砲台(久良砲台)

の被害、沖ノ島の被害、内海浦の被害、内泊浦の被害、正木村･広見村･中之川村の被害、鹿島･下久

家･船越の被害、中浦の被害、菊川村の被害)  旧町村史における安政南海地震の記述 

第 11 節 御荘組の学問  

概要  小澤種春  岡村呉天(2 代岡村松軒)  御荘組における国学の浸透  御荘三歌人(岡原

常島、二神永世、小幡如水)  御荘組における尊皇思想(二神深蔵と長州征伐、諏訪の杜の盟約、矢

野安芸三郎、二宮篤四郎(又兵衛)) 

第 12 節 御荘組の神社と寺院 

仏教と寺院  御荘組の寺院(平城山薬師院観自在寺(真言宗)、篠山観世音寺(宗派不詳)、烏龍山真宝

寺(浄土宗)、赤岸山興禅寺(曹洞宗)、日東山萬福寺(浄土真宗)、その他の寺院)  僧 誠拙  神社

と神道  御荘組の神社(由良権現、八幡神社、山王宮･山王権現･日枝神社、諏訪神社、三島神社、

愛宕神社、篠山神社、厳島神社、蘇家神社、天神社･天満神社、はいたか明神･若宮神社、金峯神社(蔵

王権現)、弓削神社、金刀比羅神社、春日神社、熊野神社、新御霊神社、西宮神社･えびす神社、黄

幡神社、岩神社、齋宮神社、朝星神社、一宮神社、白山神社、白王神社･白皇権現、その他の神社)  

修験道  御荘組の修験道  花取り踊り 

第７章 近代 

第１節 近代の概要  

明治政府の方針  明治政府の対外政策  富国強兵と文明開化  立憲政治の進展  日清･日

露戦争と条約改正  殖産興業の進展  世界大戦と大正デモクラシー  軍縮と世界恐慌  戦

争と敗戦 

第２節 近代町村制の確立  

版籍奉還  宇和島藩の郷中改正  庄屋役の廃止  廃藩置県  戸籍法による区制実施  庄

屋の再置  宇和島県の成立  愛媛県の成立  大区小区制  大区小区制廃止と南宇和郡設置  

地租改正  西南戦争  特設県会と愛媛県会  外海浦の分割  明治初期の災害  町村制の

施行  近代南宇和郡の町村(内海村、御荘村(御荘町)、城辺村(城辺町)、緑僧都村、一本松村、東外

海村、西外海村) 

第３節 近代南宇和郡の主なできごと 

発足当初の村政  明治 24(1891)年･26(1893)年の疫病流行  明治 26(1893)年･27(1894)年の干

ばつ  日清戦争  南宇和郡役所の再置と郡役所の争奪  郡内大運動会の開催  一本松村役

場移転新築問題  北清事変(清国事変･義和団の乱)  日露戦争  内海村分村の請願  明治

39(1906)年の赤痢流行  明治 42(1906)～43(1910)年のペスト流行  明治 42(1909)年の暴風雨･

明治 44(1911)年の水害  大正元(1912)年の南宇和郡  大正 2(1913)年･3(1914)年の水害  第

一次世界大戦  町場の発展  スペイン風邪の流行  シベリア出兵  鳥越隧道の開通  大

正 9(1920)年の大水害  初の国勢調査  福浦大火  御荘･城辺両村の町制実施  長月小作争

議  組合立屠場の新設  南宇和郡役所の廃止  ラジオの普及  内海村役場移転新築問題  

御荘座の落成  昭和 5(1930)年の大干ばつ  満州事変と第一次上海事変  蓮乗寺川の改修と

城辺諏訪公園の新設  第三大和丸の遭難  御荘公会堂の建設  昭和 8(1933)年の台風  県

会議員選挙違反  一本松－宿毛間の道路改修  日中戦争(支那事変)  深浦隧道の開通  昭
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和 18(1943)年の大水害 

第４節 南宇和郡の近代化  

陸上交通  幹線道の整備  町場の形成  海上航路の発展  郵便局  電信  電話  電

気  警察  消防  地方改良運動  青年団･処女会  婦人会  伝染病の流行  隔離病

舎の設置  地域改善  神社合併  祭礼統一  南宇和郡の秋祭り 

 

第５節 近代南宇和郡の産業 

農業  養蚕業  畜産業  闘牛(牛の突き合い)  林業  漁業  漁業制度の変遷  カツ

オ一本釣漁  イワシ網漁業  韓国出漁と｢愛媛村｣  珊瑚漁  海苔養殖  牡蠣養殖  真

珠養殖  オーストラリア真珠貝採取漁業  水産加工  宿毛湾入漁問題  商業  金融機関  

工業  鉱業 

第６節 近代南宇和郡の教育 

御荘組の寺子屋  学制  平城学校  公立小学校の設置  教育令  小学校の整理統合  

小学校令  簡易小学校の廃止  組合立南宇和高等小学校の設置と小学校の増設  小学校令の

改正と高等科併置  実業補習学校の設置  南宇和郡立水産農業学校の設立  組合立南宇和高

等小学校の廃止  実業補習学校の増設  南宇和郡立実業女学校の設立  郡立実業女学校の廃

止と郡立実業学校の県立移管  内海村･下灘村学校組合  正木尋常小学校建設問題  青年訓

練所  青年学校  国民学校令 

第７節 戦時下の南宇和郡 

宿毛湾泊地  由良崎防備衛所と高茂崎防備衛所  真珠湾攻撃最後の訓練地｢平城湾｣  太平洋

戦争(大東亜戦争)  戦争の激化  銃後の生活  南宇和郡の戦争被害  海軍局地戦闘機｢紫電

改｣  敗戦 

第８章 現代 

第１節 現代の概要 

戦後の改革  日本国憲法  東西冷戦  高度経済成長  石油危機  冷戦の終結とテロとの

戦い  バブル経済  バブル崩壊と｢失われた 20 年｣  現代の課題 

第２節 戦後の南宇和郡  

終戦直後の困窮  終戦直後の災害  農地改革  新しい選挙制度  教育改革  南宇和郡内

の新制中学校  小学校の新設  愛媛県立南宇和高等学校  教育委員会の設置  勤評闘争  

公民館の設置  天皇の御巡幸 

第３節 昭和の大合併と南宇和郡 5 か町村 

内海村の分村･南内海村の成立  東外海村の町制施行  城辺町と緑僧都村の合併  西外海村

の町制施行  城辺町と東外海町の合併  御荘町と南内海村の合併  内海村と御荘町の合併問

題  一本松村の町制施行  南宇和郡 5 か町村合併問題  役場庁舎の建設  脇本地区の分県

運動 

第４節 産業の振興 

漁業の不振  内海村の水産振興  真珠養殖の再開  チリ地震津波  真珠稚母貝養殖業の隆

盛  アコヤ貝の大量へい死  海苔養殖  カキ養殖  かん水養殖  マグロ養殖  淡水養

殖  戦後のカツオ一本釣漁  戦後の宿毛湾入漁問題  戦後の農政  内海村の農業振興  

新農山漁村建設総合対策事業  農業基本法と農業構造改善事業  紅茶  畜産  特用作物  

マルエム青果農協  農協の合併  戦後の商店街  商工会  主婦の店  大型店の進出  

新御荘焼  企業誘致 

第５節 南宇和郡の観光開発 

西海町の観光開発  足摺宇和海国立公園  須ノ川公園  宇和海海中公園(海域公園)  皇太

子御夫妻の鹿島来訪  南予レクリエーション都市  サンパール  観光闘牛  篠山観光開発  

カワウソ村  観光協会  石垣の里｢外泊｣  水中展望船｢ガイヤナ｣と｢ユメカイナ｣  紫電改

の引き揚げ  温泉施設  道の駅｢みしょう MIC(ミック)｣  物産販売所 

第６節 生活基盤の整備 

国道 56 号線  県道の改良  西海有料道路  南宇和広域農道  大規模林道広見-篠山線  

バス路線の発達  海上交通の衰退  船越運河  鉄道開発  簡易水道と上水道の敷設  大
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久保山ダムと山財ダム  公営住宅  地域改善対策事業(同和対策事業)と同和教育  保育所の

設置  保育所の公立化･統廃合  城辺幼稚園  学校給食  児童施設  公的医療機関の整

備  御荘病院･平山寮と障がい者福祉ネットワーク  知的障がい者更生施設｢いちごの里｣  

高齢者福祉施設  城辺授産場  保健福祉センター  衛生施設  消防団  南宇和消防事務

組合  電話の普及  電話の自動化(ダイヤル化)  ラジオ･テレビの普及  パソコン･インタ

ーネット･携帯電話の普及 

第７節 南宇和郡のまちづくり 

文化拠点施設の整備と文化協会の発足  畦地梅太郎と南宇和郡  田中坦三と｢芸術の森｣  宮

本 輝著『地の星(流転の海第 2 部)』  文化財の指定  郷土資料館  町村史の刊行  和田映

子のオリンピック連続出場  南宇和高校野球部の甲子園出場  南宇和高校サッカー部の全国優

勝  体育施設の整備  Ｂ＆Ｇ財団御荘海洋センター  まちづくりイベントの展開  遍路道

の復元  高速道路の延伸  四国西南空港構想  戦後南宇和郡の人口推移 

第８節 平成の大合併と愛南町の誕生 

平成の大合併の概要  南宇和郡 5 か町村合併に向けて  南宇和合併協議会(法定)  新町名｢愛

南町｣  新町建設計画  合併の手続き  合併へ向けた準備  ｢御荘｣の地名存続運動  最

後の合併協議会と 5 か町村の閉町  合併前の風水害 

第９節 新町愛南町の町政  

愛南町の発足と第 1 回愛南町長選挙  議会の自主解散  松下寿電子工業の撤退  農業支援セ

ンター  合併 1 周年記念式典  愛南漁協の発足  愛南町総合計画  愛南ブランドの創出  

ぎょしょく教育  指定管理者制度  あいなんバスの運行  新庁舎建設案の変更  環境基本

条例  学校統廃合  保育所統廃合  グリーン･ツーリズムの推進  ノロウイルスの猛威と

カキの風評被害  個人情報流出事件  自治基本条例  愛媛大学南予水産研究センター  そ

の他の出来事(平成 16～20年度)  第 2回愛南町長選挙  合併 5周年記念事業  新庁舎建設と

住民投票  東日本大震災と愛南町の防災施策  愛南町情報通信基盤整備事業  南予いやし博

2012  愛南町地域産業研究･普及センター｢うみらいく愛南｣  ｢なーしくん」誕生  第 2 次愛

南町総合計画  その他の出来事(平成 21～25 年度)  合併 10 周年記念事業  消防庁舎の建設  

新たな教育委員会制度  愛南町まち･ひと･しごと創生総合戦略  新庁舎の建設  あいなん未

来議会と図書館整備検討懇話会  兵庫県篠山市との姉妹都市提携調印  その他の出来事(平成

26～29 年度)  愛南町の人口の推移と将来推計  愛南町における課題(福祉･医療分野、生活･環

境分野、産業分野、地域安全･行財政分野、教育･生涯学習分野) 
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愛南町における考古学史－近代から現代の調査と研究－ ……………………… 多田 仁  
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